
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年５月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４仙第１０号 

事故等種類 かき養殖施設損傷 

発生日時 平成２６年２月１８日 ０２時００分ごろ 

発生場所 岩手県大船渡市大船渡港 

 大船渡港珊
さん

琥
ご

島北灯台から真方位０５３°４００ｍ付近 

 （概位 北緯３９°０２.４′ 東経１４１°４３.９′） 

事故等調査の経過  平成２６年２月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 第八香
こう

洋
よう

丸、４９７トン 

 １３３６３９、株式会社香洋海運 

 乗組員等に関する情報 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 なし 

養殖施設 養殖いかだ７台、延縄式養殖施設１０台及びロープが破損 

 事故等の経過 本船は、船長ほか４人が乗り組み、船首約１.３ｍ、船尾約３.３ｍ

の喫水により、大船渡港の珊琥島北側において、荷役待ちのために船

首を北方に向け、左舷錨鎖を約４節（約１００ｍ）伸出させて単錨泊

中、北西方からの強風を受けて走錨し、平成２６年２月１８日０２時

００分ごろ、大船渡市御
ご

前
ぜん

島西方に設置されたかき養殖施設に進入し

て左舷錨鎖に同施設のロープが絡まり、同施設を損傷した。 

船長は、０３時０５分ごろ海上保安部に通報した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約６m/s（最大瞬間風速約

１２.８m/s）、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

 大船渡市には、本事故当時、風雪及び波浪注意報が発表されてい

た。 

 その他の事項  本船は、１７日１９時３０分ごろ錨泊を開始したが、守錨当直を行

っておらず、２２時００分ごろ、船長が昇橋したとき、異常はなかっ

た。 

 船長は、自室で休息中、船体に当たる音を聞いて昇橋した。 

 船長は、本事故当時、大船渡市に風雪及び波浪注意報が発表されて

いることを知らなかった。 

 海図Ｗ１０９３によれば、本船の錨泊場所付近は、水深が約２４.５

ｍ、底質が泥である。 



 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、大船渡港で単錨泊中、守錨当直を行っていなかったことか

ら、走錨に気付かず、かき養殖施設に進入し、左舷錨鎖に同施設のロ

ープが絡まり、同施設を破損したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、大船渡港で単錨泊中、守錨当直を行って

いなかったため、走錨に気付かず、かき養殖施設に進入し、左舷錨鎖

に同施設のロープが絡んだことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・錨泊中は、守錨当直を行うこと。 

 ・錨泊する場合には、注意報等の気象情報を入手しておくこと。 

 


